
市場経済化は情報の公開・開示から

ディスク ロージャー研 究学会の学会 誌 「現代ディスク ロージャー研 究」 第一号を 発行す

るこ と ができ るよう に なっ て会 員の 皆 様とと も に大 変喜 んで おり ます。 國 村道 雄先 生、

柴 健次先 生はじめ執筆者 の先生方の ご努力 に感謝 します。 ディスクロー ジャーを 本気 で

研究する 学会と して今後 が楽 しみ です。

冒頭か ら頭 の痛い話題 で恐 縮ですが、 我が国のディスク ロージャー 体制 を語るとき 避け

て通れない深刻 な問題か ら入 ら ざるを得な いことをお 許しく ださい。 と いう のも 今年 にな

ってバブル経 済崩 壊に伴う 金融機関、 証 券会社の粉飾 決算を裁く裁判の 求刑・判決 が相 次

いでいる。 い ずれも有罪が いわれている。 その金額の大き さといい、 手口の巧妙さ、 被 告

の地位の 高さと ともに 大きな 波紋をな げかけ ている。
バ ブル経済後１０年でよう やく裁 か

れるという裁判 の 「時間の かかりす ぎ」 も さることな がらディ スクロー ジャー制度 がこ れ

ほ ど踏み に じられたこと を如実に示 した事 は先進 国では珍 しい。

というの も被告は粉飾 決算について 「決算のやりく りは経営者の 裁量の範囲」 と法 廷で

述べている からである。 元 銀行のトッ プでかつ元高級官 僚は胸をはった のである。 と いう

ことは 官僚と して 彼は デイ スク ロー ジャ ー行 政をそう いう 感覚 ですす めて きたわ けで あ

り、 天下った あと も銀行の経営 者と して ディ スクロー ジャー 制度を踏み にじってきたの で

ある。 自 分でそう 証言 して いるの である。

もともと 銀行の ディスク ロー ジャー は昭和５０年代 央改 正され銀 行法によ る 「ディスク

ロー ジャー誌」 と 別に上場・ 公開銀行は証券 取引 法にもと づく 「有価証券 報告書」 を出 し

て いるが、 両方と も無視 してき た事になる。 もっ てのほかであ る。 さらに報 道によると法

的に訴えられている のは違法 配当 により商法違 反、 粉飾決算 により証券取引法 違反による

も ので決 してディスク ロー ジャーを 規定する 銀行法 違反は 訴にの ぼっ ていな いのである。

銀行 法による ディスク ロー ジャー では訴にな らないのか？罰則 のない規則は何 の効力 もな

い 。

元大蔵省 証券局の 幹部は いったこと がある。 「銀行は ディ スク ロージャ ーの治 外法権で

ある」 と。 金融危機 は多 額の公 的資金の投入 で乗り越えた が、 このように 本質的にはなん

ら解 決していないの である。 基 本ができていな いのにシステム は安定 しない。 公的な存在

をいう まえに法的な存 在を明確に整備 するべき であろう。 金融 の市場化を進め る限りディ

スクロー ジャーはその 第一歩である。 志の低い ディ スクロー ジャー 誌は廃止 し一本化する

の がよい。 銀 行が粉飾 決算を している 間は貸付 先も同 じく粉 飾決算する という 「悪循環」

は断ち切 れない。 銀行 が貸付先の信用リ スクを 計測す るのは当たり 前になっている ときま

ずカイ より始め よという こと であろう。 情 報の 対称性を確 保する ことが前提 であろうＣ
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